
古写真の研究 と保存

吉田 成

東京大学史料編纂所

は じめ に

近年 、いわ ゆ る 「古 写真 」 に関心 が寄 せ られ てい る。 この10数 年 の間 に、幕 末 ・明治 期 に撮影 され た写 真 を集 めた写

真 集等 が相 次 い で出版 され た り、古 写真展 等 も盛 ん に企画 ・開催 され、 多 くの人 々の 関心 を集 めて い る。 また、1999年

4月 、鹿 児 島市 にあ る尚古集成 館 所蔵 の銀 板写 真 「島津 齋彬 像 」 が写真 と して は初 めて 、国 の重要 文 化財 に指 定 され た 。

これ らの ことは、写 真 が貴重 な文 化財 、 あるい は歴 史 資料 等 として重視 され る よ うに なっ た こと を示 す一 つの表 れ と考

え られ る。

ま た昨今 、写 真の 保存 ・修 復 に対 す る関心 が高 ま ってい る。 とい うの も、貴 重 な写 真 史料 の多 くが、程度 の差 こそ あ

れ 、す で に劣化 しは じめてい るか らで ある。 この現 実 を前 に して 、私 たち は写真 を保 存 す る ことの重要 性 を再認 識 した

とい えるで あ ろ う。

写真 の発 明

現代 に生 き る私 た ち は一 日と して写真 を見 ず に過 ごす ことは ない 。朝起 きて新 聞 を見 れ ば、 そ こに は報 道写 真 が掲載

され てい る。 また一歩 家 を出 る と、 さま ざま なポス ター や広 告写 真等 が 目に飛 び込 ん で くる。 この よ うに写真 は今 、 ご

くあた りま えの もの と して 日常生活 に溶 け込 んで い る とい えるで あ ろ う。

とこ ろで 、現 代 の 日常生 活 にす っか りとけ込 ん で い る写 真 、 それ は何時 、誰 によ って発明 され たの で あ ろ うか?現 存

す る最 古 の外 界 を写 した写真 「ル ・グ ラの 自宅 窓 か らの眺 め」(1826～27年 頃)は 、 フ ランス人 の ジ ョセフ ・ニ セ フォ

ール ・ニエ フ.ス(JosephNic駱holeNi駱ce
,1765～1833)に よっ て撮影 され た(写 真1)。 この写 真術 は、 アス フ ァル トの

感光 性 を利 用 した方 法 で、 ヘ リオ グ ラフ ィー と命 名 され た。 その後 、ニエ プ ス と協 力 して研究 を進 め た フ ランス人画 家

のル イ ・ジ ャ ック ・マ ンデ ・ダゲ ール(LouisJacquesMand颯aguerre ,,1787～1851)が 、銀 板上 に画 像 を形 成 す る方 法

を完成 し、 ダゲ レオ タイプ(以 下 「銀板 写 真」 と称 す る)と 名付 けて1839年1月7日 に、同 じくフ ラ ンス人 の科 学者 で

政 治 家 で もあ った フ ラン ソワ ・ア ラゴー を介 して フ ランス学 士院 で 公表 した。 もう一 人 、写真 の発 明者 と して度 々名 前

を挙 げ られ る人物 と して 、 イギ リス人科 学 者 で後 述 す る カ ロ タイ プの発 明 者 で あ るウ ィリア ム ・ヘ ン リー ・フ ォック

ス ・タル ボ ッ ト(WilliamHenryFoxTalbot ,1800～1877)が い る。

写真 の 発 明者 として一般 に知 られて い るのは以 上 の三人 、す なわ ちニ エプ ス、 ダゲ ール 、そ して タル ボ ッ トで あ るが 、

画 像 を定着 させ る方法 を考 案 して いた の は彼 ら三 人 だ けで はな く、 その他 多 くの 国 々で、 ほぼ 同 じ時期 に写真 術 と同様

の技 術 が考 案 され て いた と もいわれ て い る。 しか し これ らの 数 多 くの写真 術発 明者 の 中で 、写真 の父 と して特 に賞 賛 さ

れ たの は ダ ゲール で あっ た。 その理 由 と しては い ろい ろな こ とが考 え られ るが、 その一 つ に、銀 板写 真 が持つ 美麗 さを

挙 げ る こ とが で きよ う。 ダゲ ール が完成 させ た銀板 写真 は、銅 板 に銀 メ ッキ を施 し、沃 素の蒸 気 をあて た感光板 を、 カ

メ ラ(注1)で 撮影 し、水銀 蒸気 で現 像 した後 、 チオ硫 酸 ナ トリウ ム(ハ イポ)で 定 着(注2)す るとい う方法 で 、いわ

ゆ る 「一 点 もの」 で あっ た。今 日、私 たち が 日常 的 に使 い慣 れ て い る写真 は 、原板 か ら複 数 の プ リン トを作 る ことがで

きる 「ネ ガ ・ポ ジ法 」 で あるが 、銀板 写真 で は一度 の撮 影 で一 枚 の写 真 しか得 るこ とはで きない 。 しか し金 属板 上 に写

し出 され た シ ャー プで 美 しい画 像 は、当 時の人 々 に とって充 分 に魅 力的 な もの で あった ので あ る。

ダゲ ール の方 法 に対 して 、 タル ボ ッ トは感光性 を与 えた紙 を、小 さな カメ ラに入 れて撮影 す るこ とを試 みた 。 この方

法 で得 られ た画像 は、 明暗 が逆 にな って現 れ た。 これ が今 日の ネ ガ ・ポ ジ方 式 の原点 で 、密着 焼 き付 け をす るこ とに よ

り、 明暗 の 正 しいポ ジ像 が得 られ る とい う もの で る。 しか しカ ロ タイ プ(注3)と 命名 され た この方 法 は、紙 ネガ を焼

き付 けて プ リン トを作 るた め、紙 の繊維 が写 真 に現 れ 、 シャ ープ さが損 なわれ た ことが一 因 して ダゲ レオ タイ プほ どに

は普 及 しな かっ たので あ る。

1851年 に 、 イギ リス人 の彫 刻家 フ レデ リック ・ス コ ッ ト ・アー チ ャー(FrederickScottArcher
,1813～1857)に よっ

て写 真史 に新 た な展 開 が もた らされた 。 ウェ ッ ト ・コロ ジオ ン ・プ ロ セス(湿 板 写真術)の 発明 で ある。 この写真 術 は、
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写 真1

撮 影 者 ジ ョセ ブ ・ニ セ フ ォー ル ・ニ エ プ ス

題 名 「ル ・グ ラの 自宅 窓 か らの 眺 め」

撮 影 年1827年 頃

写 真 技 法 ヘ リオ グ ラ フ

所 蔵 機 関GemsheimCollection,HumanitiesResearchCenter,

UniversityofTexas,Austin

(写 真 は 、 ナ オ ミ ・ロ ー ゼ ンブ ラ ム 著 、飯 沢 耕 太 郎 日本 語 監

修 、 大 日方 欽 一 ・森 山 朋 絵 他 訳 、1998『 写 真 の 歴 史 』 美 術 出

版 社p.19よ り転 載)

ガ ラ ス板 の上 に沃 化 カ リウ ム を含 む コ ロジオ ン(注4)を ム ラな く均一 に塗布 し、硝酸 銀 溶液 に浸 して感 光性 を与 えた

後 に、 す ぐに撮影 し、露光 後 た だち に焦 性没 食 子酸 また は硫 化 第一鉄 で現 像 し、ハ イポ もし くは シ ア ン化 カ リウムで定

着 す る。 この 方法 は、す べ ての工 程 を、 ガ ラス板 が湿 って い る間 に行 わ な けれ ば な らなか った(注5)こ とか ら、 日本

で は湿板 写 真術 と呼 ばれ た。湿 板写 真 は 、 ダゲ レオ タイ プ と比 較 して感 光度 が高 く、露光 時 間 を大 幅 に短縮 す る ことが

で きた。初 期 の ダゲ レオ タイプ が露光 す るの に20～30分 必 要 だ った(注6)の に対 し、湿 板 写真 は5～15秒 に短縮 され

たので ある。 この よ うな露光 時間 の短縮 は 、写 真表 現 の可能 性 を大 きく拡 大 し、ポ ー トレー トの撮影 等 を容易 に したが 、

湿板 写 真 は、常 に暗室 一式 を携 帯 しな け らば な らない とい う欠点 が あ った。

1871年 、 イ ギ リスの 医師 で顕 微 鏡 に関 心 を もって い た リチ ャ ー ド ・リーチ ・マ ー ドックス(RichardLeachMaddox,

1816～1902)博 士 が 、 ガラス板 を支持 体 と し、 コ ロジオ ンの か わ りにゼ ラチ ン をバ イ ンダー に用い た臭化 銀 乳剤 の実 験

結 果 を発 表 した。 この方 法 は発表 当初 、 あ ま り注 目 され なか った よ うで あ るが、2年 後 に は、 別 の何 人 かの イ ギ リス人

が この方 法 を改良 し、ゼ ラチ ン乳剤 の商業 的生産 を始 めた。 この方法 の考 案 に よ り、写 真家 は暗 室 を携 帯す る必要 が な

くなっ たば か りで な く、 自 ら感 光材料 を作 らな くて す む よ うに な った。 また、1秒 以 下の露 光 が可 能 と なって 、事物 の

瞬 間 を捉 える ことがで き るよ うにな ったの で ある。

日本 の写 真小 史

日本 に写真 術 が渡来 した(輸 入)の は嘉 永元年(1848)で 、場所 は長 崎 、輸 入者 は上野 俊之 丞 で あっ た とす るの が現

在 の と ころ最 も有 力 な説 で あ る。写 真術 の 渡来 期 には 、銀板 写 真 の研究 は、蘭学 によ る西 洋新 知識 の 導入 お よび諸 科学

研究 の重 要 な項 目の一 つ と して 、幕 府 や藩 の諸機 関 で行 われ 、当初 は、薩摩 藩 が銀板 写真研 究 の指導 的役 割 を果 た した。

日本 の 銀板 写真 時代 は、次 の湿 板 写真 が輸 入 され るまで の約10年 間 とい う短 い 年 月で あ り、各藩 に お ける試行 の 時代 と

もい うべ き もの で あ った。 日本 人 が 日本 人 を写 した銀 板 写真 と して は 、薩摩 藩 の市 来 四郎 らが撮影 した 「島津1rﾎ彬像 」

が、現 在の とこ ろ唯 一点 発 見 され て い る(写 真2)。 この写 真 は 、冒頭 で も述べ た よ うに平成11年 に、写真 と して は初 め

て 国 の重要 文化 財 に指定 され た。そ の他 、外 国人 写真 家 に よ る撮影 の もの を含 め 、 日本 人 を写 した ダゲ レオ タイ プ、 お

よび 日本 の風景 を撮 影 した銀 板写 真 の うちで 、現 在 、所在 の 明 らか な銀板 写真 の 数 は表 で示 す通 り非常 に限 られて い る

(注9)。

こ う した理 由か ら、 日本 に おけ る写真 の実 際上 の幕 開 けは、湿 板写 真 か ら とい われ てい る。湿 板 写真 は前 述 したよ う

に1851年 に発 表 され た写真 技法 で 、 コロ ジオ ンをひ い た ガラ ス板 を硝 酸銀 に浸 して感光 性 を与 え、ぬれ て い る うちに カ

メ ラに セ ッ トして 撮影 し、現像 しなけ れば な らな かっ た。湿 板 写真 の 日本へ の導 入 は、安 政年 間 に、長 崎 、横 浜 、函館

とい う三 つの 開港 場 、す なわ ち幕末 の西欧 新 文 化の導 入口 か らな され た。湿板 写 真術 が導 入 され た当初 は、蘭 学愛 好 の

各藩 の蘭学 者 た ちが 中心 とな って研 究 を行 って いた が 、や がて大衆 の 中 か ら写真 を習 得 し、職 業 とす る者 が現 れ た。

これ ら三 つの 写真 導 入 口の うち、長 崎 か らの湿 板写 真 伝習 の 実際 は、安 政4年(1867)に 、 ポ ンペ(注10)が 来 日 し

た こ とに よって もた ら され た とい われ てい る。 長崎 で は 、松 本 良順 、前 田 玄造 、上 野彦馬 、 古川俊 平 らが、 ポ ンペの 指

導の 下 で舎密 学(化 学)の 一 項 目 と して写真 の 研究 を開始 した。 もっ とも、 ポ ンペ は写真 術 に関 す る充分 な経 験 を有 し

て お らず 、写 真研 究 の指導 者 とい うよ りは、協 同研 究者 で あ った よ うで あ る。
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写 真2

撮 影 者 市来 四郎 他

題 名 「島津齋彬」

撮 影 年 安政4年(1857)9月17日

写真 技法 銀板写真

所蔵機 関 尚古集成館

(写真 は、渡辺義雄 ・小 西四郎 監修、小沢

健志 編集、1994『 幕末 ・写 真の時 代』筑

摩書房p.17よ り転載)

また長 崎 以外 で は 、横 浜 で 、下岡 蓮杖 が ア メ リカ人職 業写 真 師 ウ ンシ ン(注11)か ら
、 函館 で は木津 幸吉 が ロ シア領

事 ゴシ ケヴ ィッチ(IosofAntonovichiGoskevich,1814～1875)か ら湿 板写 真 の伝 習 を受 けた。以後 、湿 板写 真 時代 は明

治 半 ば に乾 板 が輸 入 され る まで続 いた 。写真 を初 め て職業 と したの は、文 久2年(1862)に 横浜 で 下岡 蓮杖 が 、同 じ年

長 崎 で上野 彦馬 が開業 したの が 日本 の最初 だ といわれ て い る。後 に 「東 の下 岡蓮杖 、西の上 野彦 馬」 とな らび称 され た

この二人 は、 ともに職業 写真 家 の開祖 で あ り、 多 くの 門下 生 を育 成 し、幕 末 ・明治 期 に大 き な影 響 を残 した先 覚者 とい

えよ う。 また京都 で は、堀与 兵衛 が寺 町通 りに写真 場 を創業 した 。開業 年代 は慶 応 元年(1865)で あ った といわれ 、幕

末政 変の 渦 中に あっ た歴 史 的人物 や 、無名 の人 々 を、京 の風 俗 とと もに写 真 に残 した。

明治 中期 にな る と、写真 の歴 史 は湿 板 写真 の 時代 か ら乾板 写 真 の 時代へ と移 り変 わ った
。 この よ うな技 術 の進 歩 は、

写 真表 現 の 内容 を変 化 させ 、写 真 の歴 史 は一つ の 大 きな転換 期 を迎 えた とい うこ とがで き る
。明治16年(1883)、 江 崎

礼 二 は新輸 入 の乾板 写 真法 で水 雷爆 発 の水煙 の瞬 間等 を撮 影 す る こ とに成 功 した。 これ を契機 に乾板 写 真 が普 及 し、明

治20年 代 の 前半 頃 まで には湿板 写真 はほ とん ど見 られ な くな った とい われ てい る。湿 板写 真 を野外 で撮影 す るため には 、

技術 的 な理 由 か ら、大型 カメ ラ ・薬 品 ・現 像器 具 一式 、 さ らに は暗室 まで も持 ち運 ば な ければ な らなか った
。 しか し乾

板 時代 を迎 え、暗室 を携 行 す る必要 が な くな り、 また感光 性 は 、は るか に早 くなった 。乾板 写真 の輸 入 に よって 、 日本

の写 真史 は次 の時代 へ と大 き く移 り変 わ った ので あ る。 そ して乾 板時代 の 新 たな主役 は、秘宝相 伝 の時代 の大 家 た ちか

ら、若手 の 写真 師 へ と移 り変 わ っ た。彼 らの 中に は、直 接 欧 米 に留学 して新 知識 や 新技 術 を吸収 した者 もい た。 ま た、

中央志 向 の傾 向 は一層 強 ま り、優 れ た写真師 が東京 に集 中 して互 いに競 い合 う時代 となっ た
。当 時の東 京 で は、鈴 木真

一
、江 崎礼 二 、清 水東 谷 、二 見朝隅 、丸 木利 陽 、 中島待 乳等 、 ま さに絢 爛 た る顔 ぶ れの写 真師 た ちが競 い合 い なが ら活

躍 してい たの で あ る。 ちなみ に当 時の写 真代 金 の一例 を挙 げ る と、手札 判 、鈴木 真一 ・1円 、二 見 朝隅 ・1円 、江崎 礼

二 ・75銭、 丸木利 陽 ・50銭 、開業早 々 の小川一 真 は50銭 で あった 。

この よ う に乾板 写 真 が導 入 され 、露光 時間 が大 幅 に短縮 され た とい う ことは
、表 現 の領域 を一 挙 に拡大 す るこ ととな

り、新 しい表 現 の試 行 が写真 師 に求 め られ た。 しか し、 明治 中 ・後 期 の写真 師 た ちの 多 くは技 術 的 には優 れ て いた が
、

写 真表 現 に 対す る深 い洞 察 や追究 を行 った とはい いが た い。彼 らの仕 事 は、 肖像 、名勝風 景 、役 者 、芸 妓 等営 業 目的 の

写 真 が ほ とん どで あっ た。外 国人 旅行 者 の お土産 品 と して数 多 く売 られ 、絵 葉書 写 真 の原形 と もいわれ る 「横浜 写 真 」

が流行 したの もこの頃 で あ る。横浜 写真 の 多 くは、名勝 風 景 、社 寺 、風 俗 、人物 等の写 真 に絵の具 で美 しく着色 され た。

また その 多 くが、 表紙 を蒔絵 づ く りの豪 華 な アル バ ム に仕立 て た こ とか ら 「蒔絵 アル バ ム」 とも呼 ばれ て外 国人旅 行 者

の 、本 国へ の最 適 な お土産 と して 、数 多 く売 られ た 。 しか し写真 表現 とい う観点 か ら見れ ば、 西欧 人の 求 め る東 洋の 神
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表.日 本人、および 日本 の風景 を写 した銀板写真

(1)日本で写 された日本 人 撮影者 撮影時期 所蔵(者)・ 寄託機 関

「島津齋彬」 市来四郎ら 安政4(1857)年 尚古集成館

「松前藩用人遠藤又左衛門と従者」 E.ブ ラウン・ジュニ ア 安政 元(1854)年 横浜美術館

「松前藩家老松前勘解由と従者たち」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 安政元(1854)年 松前町郷土資料館

「松前藩奉行、石塚官蔵と従者たち」 Eブ ラウン・ジュニア 安政元(1854)年 石塚茂之助氏

「浦賀奉行所与力、田中光儀」 E.ブ ラウン・ジュニ ア 安政 元(1854)年 東京都写真美術

「名村五八郎」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 安政 元(1854)年 ビショツプ博物 館

「黒川嘉兵衛」 E.ブ ラウン・ジュニ ァ 嘉 永7(1854)年 日本大学芸術学部

「眉毛和尚」(玉泉寺 住職) A.F.モ ジヤイスキー 安政 元(1854)年 玉泉寺(下田)

(2)外国で写された日本人

「野々村市之進」 C.D.フ レドリックス 万 延元(1860)年 東京都写真美術館

「安田善一郎為政」(注7) C.D.フ レドリックス 万 延元(1860)年 東京:大学史料編纂所

「ダゲレオタイプに写された侍 」(注8) 撮影者不詳 1850年 代 川崎市 市民 ミュージァム

「ダゲレオタイプに写された侍 」 撮影者不詳 1850年 代 川崎市 市民 ミュージァム

「ニューヨークで発 見された日本人像」 撮影者不詳 1850年 代 横浜美術館

「ニューヨークで発 見された日本人像 」 撮影者不詳 1850年 代 横浜美術館

(3)日本を写した風景写真

「日本の風景」 撮影者不詳
安政2～5(1855～58)

年頃?

ジョージ・イーストマン・ハウス

国際 写真美 術館

秘 性 、異 国的趣味 に迎 合 した商 業性 の強 い 内容(注12)で あ った とい え る。

明 治 中期 の 乾板時 代 、写真 師 た ちの情熱 が写 真表 現 よ りも営 業 に 向け られて い た頃 、写真 表現 へ の追求 は、職 業写 真

師 に代 わって 、新 しく誕 生 したア マチ ュァ写真 家 が担 う時 代 に な ってい った 。その理 由 と して は、技 術 的 に平 易 にな っ

た こ と、機 材 が軽量 化 され て便利 にな った こ と等 が挙 げ られ る。 また、 こう した新 技術 は、写真 雑誌 や講 義 録 の出版 等

に よ って公開 され 、趣味 的 な写 真撮影 の 試み が アマチ ュ ア写真 家 に浸透 し、 その数 は急 増 して い った。 もっ と も、 当時

は カメ ラ等 の機 材 が高価 だっ たた め、初 期の ア マチ ュア は 、経 済 的 にゆ とりの ある華族 や高 級官 僚 、豪商 、 医者 、大 学

教 授 等 の一 部 の上流 階層 に限 られて いた 。 この頃の 啓蒙 的指 導 者 と して は、東 京帝 国大 学 のお雇 い外 国 人教授W.Kバ ー

トン、C.D.ウ エス ト、石 川巌 教授 らの学者 たち が活 躍 した。彼 らは小川 一 真 、丸 木利 陽 らと と もに 、明治22年(1889)、

東 京 、横浜 の アマチ ュ アを中心 とす る写 真団体 「日本 写 真会 」(会 長:榎 本 武揚)を 創 立 した 。次 い で明治26年(1893)、

明治 の 写真大 尽 といわ れ た鹿 島清 兵衛 らの提唱 で 「大 日本写 真 品評 会 」 が、 また華 族 だ けの会 員 によ る 「華族 写真 会」

等 が次 々に創立 され 、写真 技 術 、写真材 料 の紹 介 、写真 芸 術 の研究 等 が進 め られ て いっ た。

大 正期 になっ て、 アマ チ ュア団体 の活 動 は、第 一次 世 界大 戦 と戦 後の社 会 的変動 の影 響 で一 時沈 滞 した 。 しか し経 済

の復 調 とと もに アマ チュ ア団体 が増 加 し、大 正後 半期 には 、写真 は さ らに普 及 し、や が てア マチ ュ ア写 真 の隆盛 期 を迎

えて 、 いわ ゆる 「芸 術写 真」(注13)が 流行 した。

1920年 代 の アマ チ ュア写真 界 は、欧 米 の技術 をい ち早 く導 入 して 、内容 ・技術 と もに進 歩 した。技 法的 に はゴ ム印画 、

プ ロ ムオ イル 印画等 が流 行 し、内容 的 には 、軟調 描写 の 雰 囲気 を求 め る作 画 が主流 となっ た。 日本 にお け る 「芸 術 写真」

は第 二次 世界 大戦後 の 「リア リズ ム写 真運動 」 の強 い影響 力等 に よって批判 され、 やが て終焉 す る ことに なる。

ま た、 この頃 の特色 の ひ とつ と して 、新 聞社 の写真 界 へ の影 響 を見逃 す こ とはで きな い。朝 日新 聞 ・毎 日新 聞 の二大

新 聞社 は 、全 国規 模 の写真 行 事の 開催 、写真 雑誌 の 発行 等 とい った活動 を展 開 した 。 こ うした こ とが新 聞社 の 写真 界へ

の貢 献 の は じまりで あ り、 その流 れ は今 日まで続 い てい る。

古写 真研 究 、その方 法 と課題

さて、以 上 の よ うに、 日本 に は約150年 に及ぶ 写真 の 歴 史 が あ り、 日本 の写 真 史 に関 す る優 れ た研 究 書(注14)も 出

版 され て い る。 しか し、 その 数 は決 して 多 い とはい えず 、 また古 写真 学(注15)、 写 真 史料 学 、写真 鑑 定学 等 とい った

分野 は、未 だ確立 されて い ない のが現 状で あ る。 しか し前 述 したよ うに 、近 年 、 日本 にお いて も写 真 を、歴 史 学 を は じ

め とす る様 々 な分 野 の研究 資 料 として活用 しよ うとす る社 会 的要求 が高 まって きて い る。 その意 味 で、 今後 は古写 真 の
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調 査 ・研 究法 を確立 してゆ くことが必要 で ある(注16)。

また 、最近 はデ ィジ タル技 術 を活 用 し、古写 真の デ ー タベ ース を構 築 して研 究機 関 や研 究者 同士 の情 報交 換 を盛 ん に

した り、 一般 に公 開 され る よ うに な って きて い る。例 えば長 崎大 学 で は、横 浜写 真 を中心 と した古 写真 の デ ータベ ー ス

を構築 し、一 般 に公 開 してい る。 同大学 の古 写 真 デー タベ ース のサ イ トは英 訳 もされ て い るこ とか ら、海外 か らの ア ク

セ ス件 数 も非 常 に多 い。 ま た、筆者 が所 属 して い る東 京 大学 史料 編纂 所 で は、 同画像 史料 解析 セ ンターの プ ロジ ェク ト

研 究 の一 つ と して、1998年 度 か ら古 写真 の研 究 とデー タベ ース構…築 を開始 し、随 時 、研 究 成果 を公 開 して い る。 こ う し

た現状 を踏 ま え、今後 は、デ ー タベ ース構 築 とイ ン ターネ ッ トに よ る公 開 を前提 と した古 写真 の調 査 ・研 究 法 を確 立 し

てゆ く必 要 が あろ う。以下 に、筆者 が写 真技 術 史の立 場 か ら、現 状 で考 えてい る古写真 の 調査 ・研 究 の要点 と課題 等 に

つ い て述 べ る。

(1)被 写 体 に よる分類 ・整理

古 写真 を研 究 す る場 合 に は、 まず 、写 真 を被 写体 に よっ て分類 ・整 理 す る必要 が あ る。 これ まで に出版 され た古写 真

集 等 を見 る と、 人物 ・風景 ・生 活 ・風俗 ・事件 ・戦争 ・建 物 等 といっ た分類 ・整 理 がな されて い る。 この よ うな分類 ・

整 理 は 、写 真 を見 る以 前 に概 ね写 って い る 内容 が想像 で き るとい う点 におい て も大変 便利 な方法 だ とい え る。 しか し、

デ ー タベ ース構 築 とイ ンターネ ッ ト公 開 を前 提 と して考 え る と、 こ うした分類 に も検 討 の余地 が あ る。書物 の場 合 に は、

読 者 がペ ー ジをめ く りなが ら 目的 の写真 を探 す とい う作 業 を比較 的 自然 に行 うこ とがで き るの で 、 これ までの分 類 で問

題 はな い と思わ れ る。 しか しイ ンタ ーネ ッ ト公 開 を前提 と した場 合 に は、膨 大 な古写 真の デ ー タに対 して 、不特 定 多数

の利 用者 がア クセ ス して くるので 、利 用者 が 、 どの よ うな 目的 で 、 どの よ うなル ー トで デー タ を検 索 して くるのか予 測

がつ きに くい。 こ うした理 由 か ら、複 数の カテ ゴ リーに また が る可 能性 の あ るよ うな古 写 真 には 、 ど こか らで も検索 で

きるよ う に分 類す る必要 性 が生 じて きて い る。

(2)署 名 ・注 記 ・添 付 資料等

写 真 を調査 ・研 究 す るた めの有 力 な手 がか りの一 つ と して署名 等 の有 無 があ る。 しか し写真 の場 合 、署名 は画面 の外

に書 かれ る ことが 多 く、その意 味 で 、写真 の署 名 は撮影 者 を特定 す る決 定 的な証 拠 とは な らない場 合 もあ る。 しか し例

えば 、エ リフ ァレ ッ ト ・ブ ラ ウン ・ジュニ ア(EliphaletBrown,Jr.1816～1886)の 銀板 写 真 の場 合 には 、画面 内 に、先

の尖 った道 具 を使 用 して 、銀板 を削 るよ うに署 名 して い る もの が あ る。 この種 の署名 は、E・ ブ ラ ウン ・ジ ュニ ア撮 影

のオ リジナル 写真 で あ るこ とを証 明す る材 料 の一つ に な り得 るで あろ う。

また名 刺写 真(注17)等 の場 合 に は、台 紙 の裏 に写真 家 の名 前 やス タジオ名 、住所 、撮 影年 等 が印 刷 されて い る こと

が あ る。 これ らの情報 は撮影 年 月 日を特定 した り、撮影者 や被 写 体 を特定 す る場 合等 に大 変役立 つ 。

また 、 この よ うな印刷 に よ る情 報 の他 に 、撮 影者 によ る手書 きの注 記 や添 付 資料等 が付 け られ た写真 も少 な くな い。

こ うした手 書 きの情報 も、写 真の 調査 ・研 究 に は有 効 な情報 とな る。 た だ し、 手書 きによ る注 記 ・添 付資料 等 は 、後 年

に なっ て第 三者 が書 き込 ん でい る場 合 もあ り、時 に は間違 っ た情報 が書 かれて い る こと もあるの で 、情報 と して利 用す

る場合 に は、充分 に注 意す る必要 が あ る。

(3)形 態(ケ ース ・アルバ ム ・台紙 の有無 等)

写 真 の形 態 、す なわ ちケ ー スや額 、 アルバ ムや 台紙等 に よって 、 その写 真 が制作 され た年代 や 地域 等 を ある程度推 定

す る ことが で き る。 したが って 、銀板 写 真や ア ンブ ロ タイプ等 の よ うな、ケ ース入 りの写真 を調 査 ・研究 す る場合 に は、

ケ ース がオ リジナ ルか どうか を観 察す る ことは重 要で ある。 ま た例 え、 それ がオ リジナルの ケ ース の場合 で も、 ケ ース

を解体 した形 跡 が あ るか ど うか を充 分 に調 査 す る必要 が ある。素 人 がケ ース を解体 した場合 には痕跡 が残 る ことが多 く、

その場 合 には不適 切 な ク リーニ ング等 が施 されて い る こと もあ る。

アルバ ムや 台紙等 によ って も、写真 が 制作 され た 国や年 代 を大 まかに推 定 で きる ことが あ る。 また、 アルバ ムや台紙

に は、写 真 の タイ トルや撮 影場 所等 の デー タが書 き込 まれ てい るこ ともあ る。

(4)写 真技法の識別

古写真を調査 ・研究する上で、特に専門的知識が要求されるのが、写真技法の識別である。写真が発明されてから今
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日まで に、数 多 くの写 真技 法 が発 明、利 用 され て きた。 そ う した種 々の 写真 技 法の 中で 、調査 ・研 究対 象 とな って い る

古写真 が、 どの技 法 で撮影 され たか を識 別 す る ことに よ り、撮 影時 期等 を検 討 す る ことがで きる。 また特 に 、古 写真 を

コレク シ ョン と して保存 しよ うとす る場 合 に は、写真 技 法 によ って写 真の保 存 や利 用方法 等 が異 な る場合 もあ る。

(5)写 真の保存状態(コ ンディション)

古写真を収集 ・保存 ・利用する場合には、その保存状態を調査する必要がある。あまり劣化が著 しい場合には、利用

を限定 し、必要があれば保護対策等を講じる必要がある。また、写真の保存状態を調査することは、写真の保存の目的

以外に重要な意味がある。写真の劣化の状態や程度、劣化の進行方向等を観察することにより、その写真が、どのよう

な環境条件のもとで保存されてきたか等、写真そのものの履歴に関する情報を得ることができる。こうして得られた情

報は、写真の史料としての性格を知る手掛かりとなる。また、古写真を調査 ・研究する際には、劣化の状態や程度が自

然にできたものかどうか等を観察することも必要である。

(6)修 復の有無

過去に修復された形跡があるかないかを調査することも、古写真を研究するためには重要である。もしも修復 された

形跡がある場合には、修復の内容や技術水準等を調査 ・研究することは、その写真史料の性格を知る上で重大な要素と

なる。

(7)寸 法

古 写 真 の 調書 作 成 に は写 真 の寸 法 を計 る こ とは不 可 欠 で あ る。 と りわ け 、銀 板 写 真 や ア ンプpタ イプ 等 の よ うな

「一点 もの」 で は寸 法情 報 が重 要 な こ とはい うまで もな い。 しか しそ れ以外 の場合 で も、特 に古典 印 画 の場 合 に は密着

焼 き付 け され てい るこ とが多 く、 プ リン トの寸法 を計 る ことは 、原板 の サ イズ を知 る こと にな り、 さ らに使 用 した カメ

ラの大 き さや フ ォーマ ッ トを知 る手 が か りとな る。

(8)歴 史考証

古写真を調査 ・研究する場合に文字史料等による歴史考証をすることは、他の文化財の調査や鑑定の場合と同じよう

に重要である。例えば、歴史上の人物は、日記等の文字史料を残している場合も少なくない。写真は絵画や文学と異な

り、記憶や想像では画像を残すことができない。したがって写真を撮るためには、その時、その場所にいなければなら

ない。写真の裏書き等に記された撮影者 ・撮影場所 ・撮影年月日等と、日記やその他の文字史料とを照合することは、

写されている人物の特定に役立つ。また、風景や建物等を写した古写真を調査する場合には、古地図や古図面等との照

合が有効である。

(9)写 真の技術水準

撮影技術やプリント技術、彩色技術等、写真の技術水準に関する精細な調査は、古写真を調査 ・研究する上で重要な

ポイントとなる。写真の技術水準は、撮影者の写真史的な位置づけや、写真の性格を知るための手掛かりとなる。

(10)現 地調査

野外で撮影された人物写真や風景写真等の被写体や撮影場所、撮影時期や時問等を特定するために適宜現地調査を行

う必要がある。

(11)他 の写真との比較

撮影者や被写体、撮影場所等がすでに特定されている他の写真と比較することにより、調査対象となっている写真史

料の撮影者や被写体、撮影場所等を特定できることがある。

(12)写 真の出所

古写真が他の文字史料等と同様に、当該写真と関係のある子孫の家等から出てくることがしばしばある。こうした場
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合には、伝承や関連史料等から、被写体や撮影者等の特定に役立つ種々の情報が得られることが多い。

写 真 にお け るオ リジナル とコ ピー

以上 が、筆者 が写真 技術 史 の立場 か ら古写 真 を調 査 ・研 究 す る場合 の 要点 の概 略 で あ る。 また、研 究対 象 が特 に人物

写 真 の場合 には 、上記 の項 目の他 に、 ポ ーズや 構 図、 ス タジオ の背 景や 小道 具 、モ デル となっ た人物 の服装 や 髪型 等 も

考 慮 の対象 とな る。 これ らの うちで、人 物撮 影 に使 用 され た ス タジオの 背景 や小 道具 等 は 、撮影者 の 特定 に役 立つ こ と

が少 な くな い。 人物 写 真 の ポ ー ズ のつ け方 や 構 図 等 の類 似 性 等 か ら も、撮影 者 を あ る程度 絞 り込 む こ とが で きるが 、

ポ ーズや構図等 には、流 行 や様 式等 もあるので、 よほど特徴 が ない限 り、これだ けで作者 を特定 す るこ とは難 しい 。また、

モデル となった人物 の服装 や髪型 等 は、撮影時 期や モデル の身 分 ・年齢 ・生活 等 を読み取 る場合 に貴重 な情報 とな る。

また 、古写 真 を調 査 ・研 究 す る上 で重要 なポ イ ン トと して 、写真 がオ リジナル か コ ピ ーか とい う問題 があ る。近 年 、

日本 にお いて も 「オ リジナル 写真 」 とか 「オ リジ ナル プ リン ト」 等 とい っ た言葉 を しば しば 耳 にす るよ うに な った 。

しか し、写真 とい うメデ ィアの特殊 性 の ため か、意 外 に も これ らの 言葉 は今 日 もなお 、明確 に定 義 がな され ない ま ま曖

昧 に使用 され てい る。 その理 由 と して は、 「写 真 に お け るオ リジナル 」 とは一体何 か とい う大 きな問題 が存 在 す る と同

時 に、オ リジナル とい う問題 を厳密 に追 求 し過 ぎる と、写真 の歴 史 を完 全 に辿 るこ とが難 しくなって しま うとい うこと

が あ るか らで ある。単 純 に複 写 か否 か とい うこ とだ けで、 オ リジナル か コ ピーか を判断 す る ことは難 しいので あ る。銀

板 写真 の よ うに 「一点 もの」 で あ る場合 は別 と して、 ネ ガ ・ポ ジ法 によ る写 真 は、 一枚 の原 板 か ら複 数の プ リン トを作

るこ とがで きる。 また 、写 真撮 影 か らプ リン トまでの流 れ で 、共 同作 業 が存 在 す る場 合 もあ る。 また制作 工程 において 、

技 法 上 、複 写 とい う工 程 を経 る写 真 もあ る。 こう した理 由 か ら、現 状 で、 特 に古 写 真 に関 して は、オ リジナル 写真 とい

う言 葉 を敢 えて柔 軟 に定 義 し、必 要 に応 じて専 門家 が判 断 す る とい った状況 が生 じて い るよ うに思わ れ る。 しか し、今

後 、 古写 真 を歴史 資料 と して 活用 す る場 合 に は、研 究対 象 の写 真 がオ リジナル か否 か を判断 す る ことは必 要で ある。写

真 が オ リジナル か コ ピーか によ って得 られ る情報 の質や 量 が異 な るか らで あ る。 さらに、古 写真研 究 が進 み 、 イ ンター

ネ ッ トで所 在 情報 を公 開 す る よ うな場合 には 、発信 情報 が 「オ リジナ ル写 真」 か 「コピ ー写 真」 の いず れ に基 づ くか を

明示 す る必要 が あ る と思 われ る。オ リジナル写 真 を閲覧 す る目的 で遠方 まで 出向い て行 った とこ ろ、実際 は複 写 で あっ

た とい うこ とは、極 力 さけ な ければ な らない か らで ある。 写真 にお けるオ リジナル とコ ピーの 問題 は、 引 き続 き検 討 さ

れ るべ き課 題 で あ る。

国際 日本文 化研 究 セ ンタ ー所蔵古 写真 コ レク シ ョンにつ い て

国 際 日本 文 化研 究 セ ンター所蔵 古写 真 コ レク シ ョン(以 下 日文研 コ レクシ ョン と称 す る)を 写真技 法別 に概 観す ると、

銀 板 写真 、 ガ ラス湿板 写 真(ア ンブ ロタ イプ)、 ガ ラス乾 板 ネ ガデ ィブ、 ガ ラス乾板 写 真(ポ ジテ ィブ 、ス テ レオ)等

か ら構成 されて い る。 また写 され た内容 は、人 物 、風 景、 生活 、風 俗 、建 物 、 さ らに学 術研 究 資料等 、 多岐 にわ た って

い る。

銀板 写 真 は、 すべ て外 国 人の 肖像写 真 で あ り、欧 米 で撮 影 され た写 真 と考 え られ る。現状 で 、銀板 写 真 をケ ースの 外

か ら観察 す る限 りにお いて は 、ケ ースの形 状等 か ら、撮 影 され た国や 大 まか な撮影 時期 を推 定 す る ことがで きる。 アメ

リカ製 の銀 板 写 真 の場 合 、 ブ ラスマ ッ ト(ケ ー スの カバ ー ガ ラスの下 に入 れ られ る)と 呼 ばれ る金属 製 マ ッ トに、撮 影

者 が名前 や住 所 等 を打 刻 す る場合 もあ るが、今 回概 観 した限 り、 日文 研 コ レク シ ョンの 中に は、撮影 者 の氏名 や撮 影 年

月 日等 を示 す 文字 は見 つ け られ なかっ た。 しか し、今 後 、ケ ース を解体(注18)す る等 の詳 しい調 査 をす る ことに よ り、

ケ ース 内部 に印 された注 記等 を手 がか りに して撮影 者 や撮 影 地 、 あ るい は撮影 に使 用 した銀 板 の銘柄 等 を特定 で きる可

能性 もあ る。

ガ ラス湿 板 写真 の 多 くは、明治 期 に 日本 人 を写 した 肖像 写 真 で あ り、 日本 特有 の桐 製 ケー スに収 め られ て い る。 また 、

桐 製 ケ ー スの蓋 の裏側 に は墨 書 に よ る注 記 が多 く見受 け られ 、今 後 は これ らの情報 を調査 解読 す る ことに よ り、撮影 者

や モデ ル とな った人物 を特 定で きる可能性 があ る。 こう した点 に おいて 、 ガ ラス湿 板 写真 は 、 日文研 コ レク シ ョンの 中

核 をなす貴 重 な写 真史 料 とい えよ う。

次 に乾 板 写真 で あ る。文 献(注19)に よれ ば 、一般 にガ ラス乾 板 の技 法 が盛 んに使 われ た時 期 は1920年 頃 まで で あ る

が 、小規 模 には1980年 頃 まで使 用 され てい た。近 年 は 、眠 って い たガ ラス乾板 の調査 や保 護 、デ ィジタル化 等 が盛 ん に

行わ れ 、 あ る種 の ブ ーム に さえな って い るとい え る。 しか しガ ラス乾 板 に は比較 的新 しい もの も存 在 し、 日文研 コ レク
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シ ョンの 中 に も昭和 初期 か ら昭 和10年 代 に撮 影 され たガ ラス乾 板 も多 く含 まれて い る。 また コ レク シ ョンに含 まれ るガ

ラス乾板 ネ ガの 中に は、素朴 な撮影 技術 で写 され た写真 も少 な くな い。 これ らの写 真 が専 門家 に よって撮 影 され た もの

なの か 、 あるい はアマ チ ュア写 真家 が撮 影 した写 真 なの か は、今 後 の調査 によ って次 第 に明 らか に され ると考 える。 そ

して 、 これ らの ガ ラス乾板写 真 は営 業写 真 的 な香 りが少 な い もの も多 く存 在 し、それ だ け に、当時 の生 活 や習 慣 、 あ る

い は 当時の 日本 の文化 を伝 える貴重 な記 録 とな りうる。 また乾板 写 真の 中 には 、その 写真 の 出所 を示 す ラベル や 、被写

体 を特 定す るた め に役 立つ 注記 や添 付 資料 が付 され た写 真 が多数 存 在 し、 これ らの写 真 は史料 的価 値 が高 い と評価 で き

る。 さ らに、写真 の来 歴 を知 るための ラベ ル が貼 られて い る写真 や 、 明 らか に京都 の建物 を撮影 した と考 え られ る写 真

が含 まれて い る。 しか もそれ らの 写真 の 中に は、建物 を特 定す るため の有 力 な手 が か りが写 っ てい る もの や 、添 付資 料

が貼 られて い るもの も少 な くない。

この よ うに 日文研 コレ クシ ョンは主 に、銀板 写真 、湿 板 写真 、乾 板写 真 か ら成 り立 って い る。 それ は、写真 技 術 の発

達 の大 きな流れ を概観 す るこ とがで き る一 つの 資料群 に なって い る。今 回 、 この 資料 群 は、① 写真 技法別 に分類 してID

番 号 を付 け 、② 銀板 写真 とガ ラス湿板 写真 につい て は複 写(銀 塩 写真)を 行 い、③ ガ ラス乾板 ネ ガにつ いて は銀 塩写 真

に よ る密着 プ リン トを作 り、④す べ ての写真 をデ ィジ タル 化 し、⑤書誌 お よび 画像情 報 の デー タベ ース を作成 した上 で 、

⑥ オ リジナル 写真 を包材 で保 護 して収蔵 庫 に収 め るとい う方 式 で系統 的 に整理 され た。 この一 環作 業 は、写 真 の保 存 と

利 用 とい う相反 す る 目的 を達成 す る理想 的 な方法 と して も評価 され る。

お わ りに

百 の 言葉 よ りも一 枚 の写 真 が 多 くの こ とを雄弁 に語 って くれ る こ とがあ る。幕 末 ・明 治期 に生 きた人 の 肖像 や群 像 、

昔 の 日本の風 景 や人 々の生 活 ・風 俗 、歴 史上重 要 な事件 ・出来 事等 、 これ らを写 した写真 は、今 日、私 達 に 多 くの メ ッ

セー ジ を送 り続 け、種 々の分 野 の学術 資料 と して見直 され て きてい る。

国際 日本文 化研 究 セ ン ター には、 今 回取 り上 げ た コ レク シ ョンの他 に、 「横浜 写真 」 等 さま ざま な写 真 資料 を所 蔵 す

る。長 崎 大学 環境 科学 部 の姫 野順 一 教授 に よれ ば 、「日本 の古 写 真 は幕末 ・開港 期 の国 際 交流 の歴 史 を多 角 的 に照射 す

る」 とい う。 こう した観 点 か ら、近 年 、横 浜写 真 の学術 資料 的価値 の評 価 が高 ま りつつ ある。 これ まで写 真表 現 の歴 史

の観 点 か らは、横浜 写真 を 「異 国的趣 味 に迎合 した商 業性 の 強 い内容 」 とす る見方 もあ った が、最 近 は写 真 史 の観 点 か

らも、 またそれ 以外 の観点 か らも、横浜 写真 の学術 資料 的 価値 が再 評価 され て きてい るとい えよ う。

また今 回の 出版 は、今 後 の古 写真 関係 の 出版や 、 デ ー タベ ース構築 とイ ン ターネ ッ ト公 開等 の一 種 のプ ロ トタイプ と

な り うる。 この コ レクシ ョンは今後 、種 々 の学術 分野 か ら、深 く、 そ して 多角的 に調 査 ・研 究 され るこ と と思 う。 また

将 来 は、 この コレ クシ ョン を核 と して 、網羅 的 に、 あ るい は一定 の 収集 方針 に基 づ いて コ レク シ ョンが一層 充 実 し、研

究的 ・教 育 的 に優 れ た コレ クシ ョンに成 長 す る もの と信 じてい る。 さ らに今 回 の出版 を機 会 に、世 界 中の研 究 者 が貴重

な写 真 史料 を共有 で きる条 件 が整備 され 、今後 、国 際 日本 文化研 究 セ ンターが世 界 を舞 台 と した古 写 真研究 の 拠点 の一

つ に なる こと を期待 す る次第 で あ る。

今 後 、古写 真 や写真 史料 の調 査 ・研 究 が公 的機 関 等 で進 め られれ ば 、現在 は埋 もれて い る幕末 ・維 新期 に撮 影 され た

古写 真 をは じめ、 多 くの貴 重 な写 真 史料 が発見 され る と思 わ れ る。 また特 に 、明治 後期 か ら大正 ・昭和 にか けて の ガ ラ

ス乾 板 は 、大量 に発 見 され る可能 性 が高 い。通 常 、 ガ ラス写真 は一 般 家庭等 で保 存 す るの は困難 で あ り、負担 にな る こ

とが 多 く、 こ うした理 由か ら貴重 な写真 史料 が廃棄 され て しま う こと も少 な くな いで あ ろ う。 その 意味 で は、大 学 や美

術館 ・博物 館 、 あるい はそ の他 の公 的 な研 究機 関 で、貴 重 な写真 史料 を収 集 し、適 切 に保存 ・利 用 して 、後世 に伝 えて

い く必 要 があ る と考 える。

注

1.当 時 は まだ 、 カ メ ラ オ ブ ス キ ュ ラと呼 ば れ て い た。

2.当 初 ダ ゲ ール は 、ハ ー シ ェル(J.EW.Herschel,1792～1871)に よ って 発 見 され たハ イ ポ に よる定 着 で は

な く、食 塩 の飽 和液 を用 い て画 像 を 固定 して い た 。

3.タ ル ボ ッ トが 考 案 し た写 真 術 は 、 当初 フ ォ トジ ェニ ック ・ドロ ー イ ング とい う名 称 が与 え られ た が、 後

に改 良 が加 え られ て 、 カ ロ タイ プ(タ ル ボ タ イプ と も呼 ば れ た)と 命 名 され た 。

4.1847年 に ス イ ス の シ ェ ー ンバ イ ン と ドイ ツ の ボ ッ トゲル の協 同研 究 に よ って 発 明 され た 。 この 溶 液 は 透

明で 粘 性 を も ち、 け が等 の 傷 口 をふ さぐの に利 用 され て い た が 、 ア ーチ ャー が そ の粘 性 に注 目 して 、 そ
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れまで使用 されていた卵 白やゼラチ ンの代わ りに写真感光材料のバ インダーに用いるようになった。

5.コ ロジオ ンが乾燥するにつれて、感光度 が急速に低下す る。

6.後 に改良 されて1～5分 程度に短縮 された。

7.C.D.フ レ ドリックス(CharlsDeForestFredericks1823-1894)撮 影 による安 田善一郎 の銀板写真 は、最

近 、東京大学史料編纂所 か ら発 見 され、同所古写真研 究 プロジェク トによって鑑定 が行われた。 このダ

ゲレオ タイプは劣化 が著 しく、肉眼ではほ とん ど画像 を見 ることがで きないため、東京大学生産技術研

究所 と同大学史料編纂所 との共 同研究の結 果、赤外線 ビデオ カメ ラで撮影 した画像 をデ ジタル処理す る

ことによ り、あ る程度画像 を復元す ることに成功、研究成果 は、平成12年1月 にNHKニ ュースや新聞各社

か ら報道 された。

8.川 崎市市民 ミュージアム所蔵の 日本人 を写 した撮影者 不詳の銀板 写真 は、同館学芸員の深川 雅文氏の研

究により、1850～51年 に米国ボル ティモアの写真家H.R.マ ー クス(HarveyR.Marks,1821-1902)が 撮影

した ものである可能性が高い との説が出て きている。 また、現在 も深川氏によって写 された人物 を同定

するための研究 も行われてお り、 これ らの銀板写真 につ いては今後 も調査 ・研究 する必要 が指摘 されて

いる。詳 しくは深川雅 文 「ダゲ レオタイプに写 された 日本人」川崎市市民 ミュージアム紀要第11集 、平

成11年3月 を参照 され たい。

9.「 万延元年遣米使節史料集成第七巻」(風 間書房 、1961年 刊)に は、以上に挙げた銀板写真以外 にも、 日

本人 を写 した銀板 写真 が現存 していることが印 されて いるが、現在は所在 がわか らな くなってお り、現

在、所在 が明 らかとなっている日本の銀板写真 は表で示 した十数点 を数 えるにす ぎない。

10.オ ランダ人医師 ポンペ ・フ ォン ・メーデル フォール ト(PompevanMeeedervoort ,1829-1908)は 、28才

の とき、長崎海軍伝習所 の第二次派遣隊の一員、軍医、二等士官 として来 日し、長崎 において、医学 ・諸

科学の教育、養生所の建設等 において貢献 した他、写真 の指導者 として も影響 を残 した。

11.長 年ウンシンと呼ばれてきたこの人物は、斉藤多喜夫氏(横 浜開講資料館)の 調査 により、文久年間に横

浜に在住 した船長出身の写真師で、ニ ュー ヨーク生まれのジ ョン ・ウィル ソン(JohonWilson)で あるこ

とが確認 されてい る。

12.最 近 は、「横浜写真」の学術資料 的価値 が再評価 されて きてい る。

13.日 本ではこの 「芸術写真」 とい う言葉が、欧 米諸国と少 し異 なった意味で使用 され た。すなわちそれは、

「芸術 としての写真」 といった一般的な意味 ではな く、 明治後期か ら昭和初期 に至 る時代に、アマチ ュア

写真家を中心に制作 された絵画的効果を重視 した写真群 を総称 して使用 された。

14.『 幕末 ・明治の写真』小沢健志著、ち くま学術文庫、筑摩書房 、1997

15.こ れ まで古写真 とい う言葉 に、はっき りした定義 を与 えられた形跡はないが、一般 に 日本 における古写真

とは、写真の渡来か ら明治時代に制作 された写真 を意味 してい ることが多いよ うに推測 され る。

16.吉 田成 「古写真の調査 ・鑑定に関する一考察 一人物写真 を中心に一」東京大学史料編纂所研究紀要第9号、

1999を 参照。

17.1枚 の大 きなネガ(湿 板)に8～10枚 の肖像 を撮 り、印画 を1枚ずつ切 って3.5×2.5インチの小 さな画像 をや

や大 きめの台紙に張 り付 けたもの。1854年 にフランスの写真家ア ンドレ ・ア ドルフ ・デ ィズ レリが特許 を

取得 した。

18.保 存上、ケースの解体 には賛否の意見があると思われる。 もしも解体する場合には、専門家 が慎重に判断

して、作業 に当たる必要が ある。

19.Archives&Manuscripts:AdministrationofPhotographicCollections .MaryLynnRitzenthaler,GeraldJ.

Munoff,MargeryS.Longp.28.1984
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